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近年急速に増えている冑ろ

う。年間即万人以上の新規胃

ろう造設患者がいるといわれ

ている。高齢者が増え続ける

中で、長期にわたって食事を

口からとることができない場
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をあけ、チューブを通して直

接青の中へ栄養を注入する方

法として（胃ろうの）造設が

行われている。いったん冑ろ

うになってしまうと、その後

は口から食事をすることがで

きないのではないかと思われ

がちだが、昨年県内の特別養

護老人ホームが全利用者に対

して口から食事をとってもら

おうという目標を掲げて「冑

ろう」の廃止に取り組んだ。
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なく普通の食事をとるように

なった。
昨年９月、南城市にある特

別養護老人ホームしらゆりの

園（友名孝子施設長）で「冑

ろう全廃・全員常食移行」達

成報告会が開かれた。会場に

入りきれないほどの参加者に

高齢者と食に対する関心の深

さを見る思いがした。

記念講演をしたのは国際医

療福祉大学大学院の竹内孝仁

教授。介護力の向上を目指し

て講習会の開催をし、自らも

専任講師としてケアの質にこ

だわって指導している医師で

ある。しらゆりの園の「冑ろ

うから常食へ」の取り組みの

指導。助雲にも当たってきた。

竹内教授は当たり前に常食

を食べていた高齢者が、介護

施設では「よりやわらかく」
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「より細かく」そしてさらに

ぺｌストやミキサー食へと変

わっていくプロセスを「口腔

機能の廃用症候群」と表現し

た。寝たきりの生活が続くと

下肢の筋力などが低下するな

ど使わないことによって衰え

ていくことを廃用症候群とい

うが、口腔機能についても安

易な軟食化は廃用症候群をひ

き起こすというのである。ま

た竹内教授は水分の補給、普

通の椅子に腰かけての食事、

「かみかみ。もぐもぐ」の練

習など基本的なケアを続ける

ことで、元通り口から食べる

ことができるようになると説

明した。
全員常食に移行した経過を

報告した同園管理栄養士の新

垣由美子さんによると、取り

組みを始めた昨年１月時点で
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は、利用者ｍ人中常食が虹人、

超キザミ吃人、ゼリー食５人、

ミキサー食３人、書ろう９人

で常食率銘・６％だった。-ち

なみにキザミ食とは食事を一一

口大に包丁で刻んだもの。超一

転芝『ほさらに細かく、みじ

ん切り程度に刻んだもの。ゼ

リー食は、ミキサー食の改善

として考えられたもので見た一

目によく、スプーンや篝を使

って自力で食べられるように

したゼリー状の食事である。
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らキザミ食にしようとか今考一

えると安易に判断していたと一

思う。むせがあるとか嚥下が｜

悪いとか食欲が落ちていると一
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